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調査の概要

この調査は、子どもの幸福度を向上させる要因についての単なる探索的な調査ではなく、
世代間の関係に注目し、「子どもの問いかけ行動と大人の対応」の重要性についての
仮説を統計的に検証したものです。

【課題名】： 
子どもの幸福から考える未来社会に関する調査研究

【調査対象】：
高知県の市街地及び中山間地域の小中学生511人（小学3年生～中学3年生）

【実施方法】：
市町村教育委員会の協力の下、協力校にて学校配付のタブレット端末を用いた
ウェブアンケートを実施（所要時間は10分程度）

【調査時期】：
2021年11月～2021年12月 高知県内の3つの市町村にて順次実施

【倫理審査承認番号】：
2021－43（高知大学）
「子どもの問いかけ行動が世代間の関心および幸福度に及ぼす影響についての実証研究」

【実績報告の進捗】：
現在、本調査結果は以下のワーキングペーパーをもとに 国際誌に投稿中である

How do question-answer exchanges among generations　matter for a child’s happiness?



先行研究と新しい仮説

• 先行研究として廣瀬・小谷『好奇心や寛容性は、世代性や主観的幸福にどのように重要か？』（PLoS ONE)を参
照した。

• https://journals.plos.org/plosone/article?id=10.1371/journal.pone.0264222

• 先行研究では「好奇心・寛容」が高い人は、次世代の人々を気遣う傾向があり、主観的幸福度も高い傾向がある
ことが示された。

• この論文をもとに、次の仮説を立てた。
• 仮説：「好奇心・寛容」が高く、大人に尋ねる傾向が高い子どもは、人や自然を大切に扱い、年下の子どもの面倒

をよく見るだけでなく、主観的幸福も高い傾向が見られるだろう。
• 上記の仮説を検証する為に以下の各項目についてアンケート調査を実施した。

【幸福度】：  
主観的幸福尺度を使用

【好奇心・寛容】：
意見や立場が異なる存在に向けた好奇心や寛容度に関する尺度を使用

【世代性・親切】：
修正ジェネラティビティ尺度（ r-generativity)を使用

【問いかけの対応】：
相談者の対応に関する質問紙票を使用

【社会人口学的データ】：
年齢、性別、家族構成、家族での食事、習い事、買い物



結果
• 好奇心からの問いかけが多く、外国人、異文化、自

分と異なる考えに対する寛容さが高い（「好奇心・寛
容」）傾向の子どもは、人や自然を労わり、年下に
親切にする傾向（「世代性・親切」）が高く（図の
β1）、主観的幸福度も高い傾向が見られた（図の
α1）。

• 人や自然を労わり、年下に親切にする傾向（「世代
性・親切」）が高い子どもは主観的幸福度が高い傾
向が見られた（図の α2）。

• 大人に問いかけをした場合に、大人から前向きな
態度で応じてもらえた（「前向きな対応」）と感じてる
子どもに、「好奇心・寛容」が高い傾向が見られた
（図のγ1）。

• 以上の結果から、子どもの問いかけに対して大人
が「前向きな対応」で接する機会を増やすことで、子
どもの「好奇心・寛容」、「世代性・親切」、主観的幸
福度が高まる可能性が示された。

• その他、今回の調査では、家族そろって朝食をとる
機会が多い子どもの「世代性・親切」が高い傾向が
見られること、家族とスーパーマーケット等に食材
を買い物に出かける機会が多い子どもに「好奇心・
寛容」が高い傾向が見られた。これらは主観的幸
福度に対しては統計的有意さは見られなかった
が、「世代性・親切」  「好奇心・寛容」を通じて何らか
貢献している可能性は考えられる。



調査内容

【年齢】： 
小中学生
9歳～14歳
【性別】：
男性
女性
回答しない
【家族構成】：
世帯人数
父母同居
兄弟姉妹

【年齢】： 
9歳から14歳。ただし、表のとおり9歳10歳の人数の割合は少ない。
【性別】：
対象者の男女比はほぼ同じ。「回答しない」が６％ほどあった。
【兄弟姉妹】：
兄弟姉妹がいない、あるいは同居していないとの回答が約50％であった。
【同居家族】：
4人家族、5人家族が約63％



調査内容
• インターネットを利用し、タブレットのタッ

チパネルにて回答してもらった。

【幸福度】： 
主観的幸福尺度を使用
(範囲：4点～35点）
【好奇心・寛容】：
自分と意見や立場が異なる人たちに対する
好奇心や寛容度に関する尺度を使用(範囲
：10点～50点）
【世代性・親切】：
改訂版世代性尺度を使用
（範囲：7点～28点）
【大人に質問した時の気持ち】：
相談行動に関するプラス・マイナス要因の尺
度を使用
【創造力】：
空き缶クイズを使用
【社会人口学的データ】：
年齢、性別、家族構成、習い事など



幸福度
• インターネットを利用し、タブレットのタッチパネ

ルにて回答してもらった。

【幸福度】： 
主観的幸福尺度（SHS)を使用
【点数の範囲】：
7択の５質問で構成され、5点～35点の範囲で示さ
れる。4問目は点数を逆転させている。つまり、
１⇔７。
【質問】：
①私は、・・・
②周りの友達と比べて私は、・・・
③幸せそうな人と比べて、・・・
④あまり幸せそうに見えない人と比べて、
【選択肢】：
それぞれの質問に応じて7択の答え

【Q1幸福度】： 
約75％（5,6,7）が幸せを感じていると回答した。
【Q2幸福度】：
約63％（5,6,7）が幸福を感じていると回答した。「とくに幸せ
でも不幸せでもない」が約26％いることについて、周囲の友
達も同じくらい幸福を感じている結果とも考えられる。



幸福度

主観的幸福度

全体

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

18.28 19 3.22 8 27

主観的幸福度
（1）

都市部

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

18.09 18 3.01 9 25

主観的幸福度(2)
非都市部

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

18.35 19 3.30 8 27

【幸福度（都市部と非都市部）】： 
総合した幸福度について、非都市部の方が中央値で1ポイント高いことは、幸福度に影響
する要因を経験する機会が非都市部にわずかに多い可能性があるとも考えられる。



幸福度

【幸福度（都市部と非都市部）】： 
総合した幸福度について、左上の「箱ひげ図」から非都市部の中央値（箱の中の横線）が
やや高いことが読み取れます。左下の「箱ひげ図」からは女性の幸福度が男性のそれよ
りもやや高いことも読み取れます。また、右の分布図からは「世代性・親切
（r-generativity)の高さと幸福度（SWB)の正の関係性がうかがえる。



新奇探求性
1. いろいろな考え方の人と接して学びたい
2. 大人になっても新しいことを学び続けたい
3. 新しいことにチャレンジするのが好き
4. 様々な文化について学びたい
5. 外国人がどのように考えるかを知ることは大切だ
6. 自分とは違う考えの人に興味がある
7. どんな話題でももっと知りたい
8. 役に立つか分からなくても、たくさんのことを学びたい
9. 自分と異なる考えの人と議論するのは面白い

10. 分からないことは質問したくなる

• （1）当てはまらない・・・・（5）当てはまる



好奇心・寛容

好奇心・寛容

全体

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

38.60 39 7.67 10 50

好奇心・寛容（1）
都市部

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

39.24 40 6.84 10 50

好奇心・寛容
(2)

非都市部

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

38.36 39 7.95 10 50

【新奇探求性（都市部と非都市部）】： 
総合した「好奇心・寛容」について、平均値及び中央値で都市部の値が僅かですが高い
ことがわかります。都市部の方が、様々な人（観光客や外国人等）と会う機会が多いか
ら、という可能性もある。



世代性・親切
1. 困っている人を見ると助けたくなる

2. 悲しんでいる人を見たら慰める

3. 他人の面倒をよく見る

4. ボランティアに喜んで参加する

5. 相手の話に耳を傾ける

6. 年下の世話をよくする

7. 小さな子供のためにも自然を汚さないようにす
る

• （1）まったく当てはまらない・・・・（4）非常に当てはまる



世代性・親切



世代性・親切

世代性・親切

全体

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

21.15 22 3.92 7 28

世代性・親切（1）
都市部

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

22.21 23 3.96 7 28

世代性・親切(2)
非都市部

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

22.12 22 3.91 7 28

【世代性・親切（都市部と非都市部）】： 
総合した「世代性・親切」について、平均値及び中央値で都市部の値が僅かに高いこ
とが読み取れる。先行研究でも指摘があったとおり、「好奇心・寛容」の高さが関係し
ている可能性がある。



世代性・親切

【世代性や親切さ（都市部と非都市部）】： 
総合した「世代性・親切（r-generativity)」と「好奇心・寛容（inquisitiveness)について、分
布図から相関関係が読み取れる。先行研究でも指摘があったとおり、今回の調査から
も「好奇心・寛容」の高さと「世代性・親切」の間には正の相関関係が読み取れる。



相談行動のプラス面

• 8項目の問に次の5択から選ぶ。
• （1）そう思わない～
• （5）そう思う

1. 悩みの解決法が分かる
2. 相談相手は悩みの解決を助けてく

れる
3. 悩みが解決する
4. 良い意見やアドバイスがもらえる
5. 気持ちがすっきりする
6. 相談相手は真剣に相談にのってく

れる
7. 気持ちが楽になる
8. 相手が励ましてくれる



相談行動のプラス面



相談行動のプラス面

相談行動
プラス面

全体

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

31.32 32 6.57 8 40

相談行動
プラス面（1）

都市部

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

31.40 32.50 6.39 11 40

相談行動
プラス面(2)

非都市部

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

31.28 32 6.63 8 40

【相談行動のプラス面（都市部と非都市部）】： 
総合した「相談行動のプラス面」について、平均値及び中央値で都市部の値が僅かで
すが高いこと読み取れる。しかし、その違いは小さく、都市部と非都市部の地域での差
はあまりないことがわかる。



相談行動のマイナス面

• 6項目の問に次の5択から選ぶ。
• （1）そう思わない～
• （5）そう思う

1. 相手に嫌なことを言われる
2. 馬鹿にされる
3. 真剣に聞いてもらえない
4. 相手に話を流される
5. 意見が合わない
6. 相手が別の意見を言ってくる



相談行動のマイナス面



相談行動のマイナス面

相談行動
マイナス面

全体

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

9.92 8 5.06 6 30

相談行動
マイナス面（1）

都市部

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

9.59 8 4.14 6 22

相談行動
マイナス面(2)

非都市部

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

10.4 8 5.37 6 30

【相談行動のコスト（都市部と非都市部）】： 
総合した「相談行動のマイナス面」について、平均値及び中央値とも都市部
と非都市部の地域での差はほとんど見られない。



相談行動の反応

相談行動のプラス面 相談行動のマイナス面

【相談行動のプラス面とマイナス面】： 
相談行動のプラス面・マイナス面について、子どもが相談した時の大人の対
応が「好奇心・寛容」と相関性を持つことが読み取れる。



勉強以外の調べもの
• 次の5択から選ぶ。
• （1）そう思わない
• （2）あまりそう思わない
• （3）どちらとも言えない
• （4）少しそう思う
• （5）そう思う

1. 勉強以外で知りたいことがある場合、まず
インターネットで調べる

2. 勉強以外で知りたいことがある場合、まず
大人に尋ねる

3. 勉強以外で知りたいことがある場合、まず
友達に尋ねる

【勉強以外の調べもの）】： 
インターネットで調べる子供が44.5％、大人にきく
こどもが33.9％、友達にきくこどもが40.9％と、勉
強以外の調べ物にはインターネットが普及してい
る様子がうかがえる。



勉強に関する調べもの
• 次の5択から選ぶ。
• （1）そう思わない
• （2）あまりそう思わない
• （3）どちらとも言えない
• （4）少しそう思う
• （5）そう思う

1. 勉強で知りたいことがある場合、まずイン
ターネットで調べる

2. 勉強で知りたいことがある場合、まず大人
に尋ねる

3. 勉強で知りたいことがある場合、まず友達
に尋ねる

【勉強に関する調べもの】： 
インターネットで調べる子供が28％、大人にきく
こどもが33.9％、友達にきくこどもが３８％と、勉
強については大人や友達に相談している様子が
うかがえる。特に友達の役割が大きいようであ
る。



食事
• 次の8択から１つ選択して

ください
• 0回～7回

1. 家族そろって朝食をとっ
た回数は過去一週間に
何回ありましたか

2. 家族そろって夕食をとっ
た回数は過去一週間に
何回ありましたか

【家族との食事）】： 
過去一週間に家族そろって朝食を食べた回数は
0回が約35％、7回が28％と別れ。過去一週間に
家族そろって夕食を食べた回数は7回が48.3％
で、0回は約10％にとどまった。
朝食の時間帯は家族みんなが忙しいようであ
る。夕食の時間帯は半数近くの子どもが家族と
過ごしていることが読み取れる。



家族そろって朝食（1週間）

家族そろって
朝食

全体

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

3.14 2 2.91 0 7

家族そろって
朝食(1) 

都市部

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

2.87 2 2.84 0 7

家族そろって
朝食(2) 

非都市部

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

3.24 3 2.99 0 7

【家族との食事（朝食）】： 
過去一週間に家族そろって朝食を食べた回数の平均値及び中央値共に都市部よりも非
都市部の方がやや多い。非都市部の方が朝の時間に少し余裕がある可能性がある。



家族そろって夕食（1週間）

家族そろって
夕食

全体

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

4.95 6 2.51 0 7

家族そろって
夕食(1) 

都市部

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

4.85 6 2.84 0 7

家族そろって
夕食(2) 

非都市部

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

4.99 6 2.47 0 7

【家族との食事（夕食）】： 
過去一週間に家族そろって夕食を食べた回数の平均値及び中央値共に同じく
らいである。夕方の方が家族が揃う機会が多いようだ。



料理・買い物
• 次の8択から１つ選択してくだ

さい。
• 無い場合は0を選んでくださ

い。
• 0回～8回以上

1. 過去一週間に家族の大人
と一緒に食事の材料を買
いに行ったことは何回あり
ましたか。

2. 過去一週間に家族の大人
と一緒に食事をつくったこと
は何回ありましたか。

【家族との料理・買い物】： 
過去一週間に子どもが大人と一緒に食材を買い物に
行った回数は0回が約28％、1回から3回が約51％で
あった。過去一週間に子どもが家族と料理を作った回
数は0回が約50％、一回以上ある子どもも約50％で
あった。週1回、家族と料理している子どもは約14％で
あった。



大人と食品の買い物
（1週間）

大人と食品の
買い物

全体

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

1.70 1 2.51 0 7

大人と食品の
買い物（1）

都市部

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

1.56 0 2.48 0 8

大人と食品の
買い物（2）

非都市部

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

1.75 1 2.38 0 8

【大人と食品の買い物】： 
過去一週間に大人と食品の買い物に行った回数は中央値で見ると1ポイントだけ非都市
部が多いことがわかる。



塾・習い事
• 次の8択から１つ選択してくださ

い。
• 無い場合は0を選んでください。
• 0回～8回以上

1. 一週間に学習塾に通っている回
数。

2. 一週間に学習塾以外の習い事
に通う回数

3. スポーツの習い事をしています
か。はい・いいえで回答

【塾習い事】： 
約74％が学習塾に通ってはいないようだ。学習
塾以外の習い事については、約58％がまったく
通っておらず、約13％が週1回通っているようで
ある。そのうちスポーツの習い事に通っている
子どもの割合については47％という結果だっ
た。



学習塾（1週間）

学習塾

全体

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

0.83 0 1.67 0 7

学習塾（1）
都市部

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

1.37 0 2.06 0 7

学習塾（2）
非都市部

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

0.62 0 1.45 0 7

【学習塾】： 
一週間に学習塾に通う回数は中央値で見ると共に０ポイントで、平均値では都市部の方
が多いことがわかる。



スポーツの習い事
参加・不参加

スポーツの
習い事

全体

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

0.47 0 0.50 0 1

スポーツの
習い事（1）

都市部

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

0.39 0 0.49 0 1

スポーツの
習い事（2）

非都市部

平均値 中央値 標準偏差 最小値 最大値

0.50 0 0.50 0 1

【スポーツの習い事】： 
一週間にスポーツの習い事に通う回数は中央値で見ると共に０ポイントで、平均値では
非都市部の方が多くなっている。



学校での生活
• 次の3択から１つ選択してくだ

さい。

1. 学校が楽しい
2. 友達と遊ぶことが好き
3. みんなで食事する給食の

時間が楽しい
4. 勉強が分かると楽しい

【学校での生活】： 
「友達と遊ぶ」ことが好きな子どもは「すごく好
き」「好き」を合わせて約86％である。「みんなで
食事する給食の時間」については「すごく楽し
い」と「楽しい」を合わせて約62％が楽しい時間
を過ごしていることが分かった。「勉強がわかる
と楽しい」と答えた子どもは「すごく楽しい」と「楽
しい」を合わせて約62％で、学校が楽しいと答
えた子どもは「すごく楽しい」「楽しい」を合わせ
て約64％だった。



仮説の検証
• 先行研究をベースに、子どもの幸福

度の調査を実施し、データを分析し
た。

• 主観的幸福、世代性・親切、好奇心・
寛容に対する仮説の影響を確認する
為に、それぞれを従属変数として、影
響が考えられる要因を独立変数として
モデルの検証を統計的に実施した。

【結果】
• 好奇心から未知の事を知ろうとした

り、それを受容する人は、世代性・親
切（次世代の事を気遣う傾向の芽生
え）があり、同時に主観的幸福度も高
いことが分かった。

• 子どもの好奇心・寛容を高める要因と
しては、大人に質問した際の「前向き
な対応（良い応答）」が最も重要だっ
た。



提言

• 今回の調査の結果から、子どもの問いかけに対して大人が「前向きな対応」で接する機会を
増やすことが、子どもの「好奇心・寛容」、「世代性・親切」、「幸福度」を高める可能性が示さ
れた。

• また、家族そろって朝食をとる機会が多い子どもの「世代性・親切」が高い傾向が見られるこ
と、家族とスーパーマーケット等に食材を買い物に出かける機会が多い子どもに「好奇心・寛
容」が高い傾向も見られた。これらは幸福度に対しては統計的な有意性は見られなかった
が、「世代性・親切」 「好奇心・寛容」を通じて何らか貢献している可能性は考えられる。

「高知県の子どもの幸福度向上モデル」

①親が子どもと一緒に「スーパーに食材を一緒に買いに行く」
②家族そろって「朝食を一緒に取る」

この2つの習慣を増やすことで、子どもからの問いかけに応じる機会を増やし、子ども
の「好奇心・寛容」「世代性・親切」を高めるとともに「幸福度」を向上させることにつなが
る。

そのために、親や教育現場はもちろん、周囲の地域の大人たちみんなで協力し、子ど
もたちの問いに対して、誰もが自然と「前向きな対応」で向き合っていることができてい
る、そういう地域作りを「高知県の子どもの幸福度向上モデル」として提言する。



質問紙票１



質問紙票２



質問紙票３



質問紙票４



質問紙票５

• 花壇、花瓶
• 楽器、風鈴、アート
• おもちゃ、アクセサリー、的、風車、

ボーリング、ルアー
• ランタン、灰皿、じょうろ　松明
• 炊飯、コップ、なべ、ゼリーの型、水

筒、包丁
• 糸でんわ、キャンドルホルダー
• 鉛筆たて、箸入れ、蚊取り線香たて
• カラスの撃退法
• 空き缶をテープやロープで繋げて橋

にする
• 貯金箱
• プラネタリウム
• ヤドカリの家



質問紙票６-１



質問紙票６-２



質問紙票７



質問紙票８



質問紙票９



質問紙票１０



質問紙票１１



質問紙票１２



質問紙票１３



質問紙票１４
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